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本書では，まず口腔顔面痛の鑑別診断に必要な基礎知識や手順をまとめ，
ついで症例も踏まえながら，診断，治療，予後観察などさまざまな過程における
個々の問題点を提示し，診断と治療の方針についても具体的な
アプローチの方法を段階的に解説しました．

日常臨床において直面することが多くなっている口腔顔面痛の症例について，
その診断と治療法を知るための絶好の入門書です．

『歯界展望』でのこれまでの連載内容に
大幅加筆・修正し再編成，内容がさらに充実，
読みやすくなりました．

■A4判変型／96頁／2色刷
■定価：（本体 4,200円＋税）
ISBN978-4-263-46112-9
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（　　　）冊歯界展望 Selection　臨床家のための口腔顔面痛マニュアル

第1章　治療の前の鑑別診断

1．口腔顔面痛とは

2．口腔顔面痛の鑑別診断 

3．鑑別診断の手順 
　Case 1　鑑別診断によって歯原性疼痛と

　　　　　 判明した症例 

第2章　TMD痛 
1．診査診断法 

2．現症の取り方 

3．より簡便なTMDの臨床的分類 

4．TMDの臨床的分類に基づく治療法

5．スプリント療法 

6．家庭療法 

7．理学療法

8．薬物療法 

9．トリガーポイント療法 
　Case 2　開口制限を伴わないTMDの症例 

　Case 3　開口障害を伴うTMDの症例 

　Case 4　歯痛を伴うTMDの症例 

第3章　非TMD痛 
1．非TMD痛 

2．複雑な症例の管理 
　Case 5　長らく歯原性疼痛とされてきた

　　　　　 神経障害性疼痛の症例

『非歯原性疼痛へのアプローチ
“原因のわからない”痛みに悩む患
者さんが来院したら』  
北村知昭・柿木保明・椎葉俊司　編著

“歯の痛みが消えません”という
患者さんが来院した時にこの一冊！ 
非歯原性疼痛への対処を示した実践
ハンドブック
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『新編　チャートでわかる
顎関節症の診断と治療』  
依田哲也　著

チャートによる顎関節症の系統的
診断治療法を示した画期的な書
■A4判／150頁／カラー（一部2色刷）　
■定価：（本体 7,200円＋税） 
ISBN978-4-263-44363-7

『力の本
Dental Overload Syndrome』  
内山 茂　著

「力を察知する」観察眼を養い，
力からどう歯を守るかを考える！ 
̶口腔から読み解いた「力」の問題
にチームで対処する
■A4判変型／80頁／オールカラー　
■定価：（本体 4,600円＋税） 
ISBN978-4-263-44367-5

『臨床家のための
口腔顎顔面解剖アトラス』  
北村清一郎　編著

臨床に必要とされる解剖学のエッセ
ンスを，臨床家の視点に徹底的にこ
だわって編集した“これまでにない
新たな解剖アトラス”
■A4判／222頁／オールカラー　
■定価：（本体 10,000円＋税） 
ISBN978-4-263-44296-8

　Case 6　トリガーポイントを伴う非歯原

　　　　　  性疼痛の症例 

　Case 7　心因性の疑いのある症例 

　Case 8　医科分野への受診をすすめた症例 
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